
 

仕 様 書 

件 名 
帳票「ＯＮ７６－２ 国民年金保険料免除・納付猶予申請書（ターンアラウ

ンド用）（ＩＮＳ）」 

紙 質 
上質紙 四六判 １３５．0kg 

※グリーン購入法に適合するものであること（入手困難な場合は除く）。

用紙地色 白色 

刷 色 両面刷：表 3 色（墨、赤、黄）、裏１色（墨） 

サ イ ズ

① １枚のサイズ 縦：２０３．２０mm×横：２９４．６４mm 

② 単票のサイズ（横ミシンによるカットサイズ）

縦：１０１．６０mm×横：２９４．６４mm（１枚２面 

付） 

製 本 別添１詳細仕様のとおり 

梱 包 

１箱＝５００枚（単票１，０００枚） ※１枚＝単票２枚 

箱の形状については上下重ね式（Ｃ式）によること。材質、寸法その他の梱

包仕様については別添３のダンボール箱等仕様書のとおり。 

※梱包した外側２側面に帳票番号、帳票名、数量、製造業者名及び製造年月

を印刷（記載）するか、シールを貼付して表示すること。2 側面とは原則

として、短辺及び長辺 1 箇所ずつである。

※使用する梱包資材については、グリーン購入法に適合するものであること

（生産されていない場合は除く）。

数 量 別紙「月別納品数量内訳」のとおり 

納 期 別紙「月別納品数量内訳」のとおり 

納入場所 日本年金機構が指定する場所（首都圏 1 か所） 

そ の 他 

• 仕様の詳細は、別添１の詳細仕様を確認すること。

• 印刷内容は、別添４の見本を参照すること。

• 正式な原稿は、業者決定後に紙媒体及び電子媒体で提供する。

• 印刷原稿は、日本年金機構が引き渡した電子データを使用し版下を作成す

ること。

• 校正原稿は、紙媒体及びテキストデータを識別できるＰＤＦファイルに

よって提出すること。ＰＤＦデータのファイル名は「帳票番号_〇〇版

_YYYYMMDD」とする。アルファベットと数字は半角とする。（例：

ON76-2_校正版_20250501）。 

• 契約期間内において原稿の変更があり得る。なお、変更がある場合は、納

期の２か月前までに日本年金機構会計・資産管理部管財Ｇから連絡する。

• 帳票等の右下隅に、次の①から④の事項を番号化した１１～１２ケタの

帳票管理番号（以下「番号」という。）を記載する。（原則として、フォン



 

トはＭＳゴシック又はＭＳ明朝６ポイント（Ａ４の場合）とするが、帳票

等のデザイン、レイアウト等により適宜調整する。）なお、帳票管理番号

は下記校正担当より原稿提供時に指示する。 

① 作成年月（西暦年下２ケタ＋月２ケタ）

② 担当部署番号（４ケタ）

③ 通番（３ケタ）

④ 業者番号（Ａ～Ｚ）※同一帳票を複数社で作成する場合に使用。

• 本帳票は、バーコードの印刷（バーコードは全て同一で、規格はｃｏｄｅ 

３９。バーコードの規格については別添２の「バーコードの規格について」参

照のこと。）を行う。バーコードは日本年金機構から電子媒体にて提供

（様式コード及びバーコードサンプルを提供）する。

• 本帳票の裏面については、事務センター毎に差替印刷（最大１５か所）と

なる。差替印刷部分の校正時期については、契約締結後、別途連絡する。

• 事務センター毎の差替印刷部分の記載内容のうち、事務センター名、専用

郵便番号、宛先、料金受取人払郵便の承認郵便局名、承認番号、整理番号

（設定がない場合もある）、差出有効期間については、紙媒体又は電子媒

体（ワード又はエクセル）で提供する。

• 料金受取人払郵便の承認期間の更新を 202８年３月納品分に予定してい

る。承認番号等必要な情報については確定し次第、別途提供する。

• 事務センター毎の差替印刷部分の記載内容のうち、カスタマバーコード

については、日本郵便株式会社の内国郵便約款別記７及び別記１４の規

定に基づき、料金受取人払郵便の承認郵便局が別途指示する番号で生成

し、印刷する。カスタマバーコードの生成方法及び印刷仕様については、

日本郵便株式会社のホームページに掲載されているマニュアルを参照す

ること。

• 校了後、日本年金機構にて印字テスト及びバーコード読み取りテストを

行うため、下記校正担当に試作品１箱（作成するのは任意の１事務センタ

ー分でよい）を提出すること。テストの結果、位置等の調整を行う場合が

ある。（テストの実施には２～３週間程度要する。合格した後に本製品を

作成すること。）

• 校了後、承認郵便局にてカスタマバーコード読取テストを行うため、各事務

センター毎（各承認郵便局毎）のテスト品３枚（単票６枚）を下記校正担

当に提出し、承認郵便局でのテストを依頼すること。なお、テストの実施

時期は日本年金機構と調整を行うこと。（テストの実施には２～３週間程

度要する。合格した後に本製品を作成すること。）

• 料金受取人払郵便の承認期間を更新する際、承認郵便局にてカスタマバ

ーコードの読取テストを行うため、各事務センター毎（各承認郵便局毎） 

試作品各３枚（単票６枚）を各事務センターに郵送すること（テストはお



 

おむね１カ月間要する。合格した後に本製品を作成すること。） 

• 初回納品時及び原稿の変更時に、印刷用版下データ（テキストデータを識

別できるＰＤＦに変換したもの）を日本年金機構が指定する電子媒体等

で納品すること。ＰＤＦデータのファイル名は「帳票番号_〇〇版

_YYYYMMDD」とする。アルファベットと数字は半角とする。（例：

ON76-2_校了版_20250601）。 

• 初回納品時及び原稿の変更時に、製品サンプル（任意の１か所）を１０枚

ずつ下記校正担当及び日本年金機構会計・資産管理部管財Ｇに納品する

こと。

• 初回納品時及び料金受取人払郵便の承認期間更新時に、各事務センター

毎（各承認郵便局毎）の製品サンプル 3 枚を下記校正担当に提出するこ

と（承認郵便局での見本品として、日本年金機構から各承認郵便局に提出

する）。

• 原稿の著作権については、日本年金機構に帰属することとする。

• 金額の積算にあたっては、本仕様書の内容に係る全ての経費（校正原稿作

成、納品費用等）を見込むこと。

• 校正確認等のほか、本調達に係る問い合わせは、全て下記校正担当に行うこ

と。

• 仕様書等に関し質問がある場合、令和８年１１月１３日（金）１６時００

分までに「質問書」（任意様式）により、下記校正担当宛てに提出すること

（ＦＡＸの場合、送信後、電話により到着確認を行うこと）。回答について

は、令和８年１１月２７日（金）１８時００分までに行う予定。

校正担当 

〒168-8505 東京都杉並区高井戸西 3 丁目 5 番 24 号

日本年金機構国民年金部国民年金業務Ｇ 

電話番号：03-5344-1100（内線：3343） 担当：稲田・南端 

FAX 番号：03-6892-0758 



別添１ 
（ON76-2）
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詳細仕様

１．調達対象の帳票 

帳票名称 
国民年金保険料免除・納付猶予申請書（ターンアラウンド用）（ＩＮ

Ｓ） 

帳票コード 

（物品番号） 
ＯＮ７６－２ 

帳票種別 一般帳票 

２．使用装置区分 

印 刷 インサータプリンタ（ＩＮＳ）

読 取 該当なし 

３．刷色 

両面／片面の別 両面印刷 

区分 色数 色 

表面 ３色 墨色、赤色、黄色 

裏面 １色 墨色 

４．ミシン目 

ミシン目の有無 あり 

縦／横の別 横ミシン及び縦ミシン 

① ミシン目のアンカット部分は確実につながっていて、全ての箇所で破れていないものと

する。

② ミシン目のカット寸法

ミシン目の種類 カ ッ ト部 アンカット部

中間横ミシン ２～３ｍｍ １ｍｍ 

縦ミシン ３ｍｍ １ｍｍ 

③ ミシン目と帳票の端辺との交差部は、用紙剥がれを防ぐためカットしないこと。

④ 縦ミシン目と横ミシン目との交差部は、用紙剥がれを防ぐためカット部同士を十字に

クロスさせないこと。

使用禁止パターン 使用可能パターン

 カット部

 アンカット部 ＮＧ

 カット部

 アンカット部



別添１ 
（ON76-2）
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５．スプロケット孔（送り孔） 

送り孔の有無 なし 

６．ファイルパンチ穴 

ファイルパンチ穴の有無 なし 

７．サイズ（測定条件：温度 20±2℃、相対湿度 65±2％） 

①１枚のサイズ

縦 ２０３．２０ｍｍ

横 ２９４．６４ｍｍ

②単票のサイズ（横ミシンによるカットサイズ）

縦 １０１．６０ｍｍ

横 ２９４．６４ｍｍ

294.64mm

101.60m
m

147.32mm

縦ミシン

147.32ｍｍ 

101.60

ｍｍ 
縦ミシン

横ミシン 

294.64ｍｍ 

203.20 

ｍｍ



バーコードの規格について

・現在経過管理システムでは、全ての帳票でcode39という規格のコードが使用され
ています。code39の規格は、下記を参考としてください。

【前提】 画像解像度：300dpi
画像ファイル形式：JPEG または TIFF

◆バーとバーの隙間を示す。
最低でも0.20mm～0.60mmは必要

別添２



別添３

ダンボール箱等仕様書

作成単位が「箱」である帳票等を梱包するダンボール箱については、次の仕

様に従って作成し、Ａ式はテープで留め、Ｃ式はＰＰバンドで締める等、蓋が

開かないように梱包すること。 

また、作成単位が「箱」以外の帳票等であっても、納品に際してダンボール

箱で梱包し納品する帳票等は、ビニール包装して、この仕様書に沿ったダンボ

ール箱を使用すること。納品の運搬等で箱がつぶれる等により帳票等が傷んだ

りすることのないよう留意すること。 

サイズ ・ダンボール箱のサイズは帳票の

製品サイズに対し、各辺約１０

mm 加算した内寸とする。

（例） 

16 ｲﾝﾁ×13 ｲﾝﾁ×7 ｲﾝﾁ 3/4 の帳票 

 ↓   ↓    ↓ 

417mm×341ｍｍ×207mm の内寸 

（各辺約 10mm プラス） 

材 質 （基準材質） 

・Ｋライト－Ｋ６ ２２０㌘／㎡

・中芯：ＳＣＰ１８０㌘／㎡

材質については、左に挙げた材

質を基準に、それ以上の強度が

得られる材質に用いること。 

ラベル ・箱の２面に右の内容を示したラ

ベルを必ず貼る。

（箱の側面に貼ること。） 

 

（Ａ＞Ｂ）であること 

・大きさ

貼付け面面積２分の１以上の大

きさとし、利用できる最大の文

字サイズを利用すること。

（ラベル内容）

① 帳票番号

② 帳票名

③ 課所コード・拠点名

（記名入帳票のみ）

④ 数量

⑤ 製造業者名

⑥ 製造年月

（目安） 

・ラベルの大きさはＢ列５判程度

・文字サイズは３０～４０ポイン

ト程度をその表記する内容によ

り使い分ける。 

包装 可塑剤含有しない耐透明フィルム

を使用する。 

ポリエチレン系または、ポリプロ

ピレン系で包装する。 

A

B

貼
付
面

貼
付
面
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△
△
2
-3
-5

差 出 人

住 所 氏 名

〒
-

全額免除・・・本人・配偶者・世帯主の所得が審査されます

納付猶予・・・本人・配偶者のみの所得が審査されます

全額免除と納付猶予の審査基準の違い

【例】【給与所得者の場合】年間所得 ＝ 収入 – 給与所得控除

　【所得基準の計算方法】　審査対象となる方それぞれの前年の所得が、次の金額以下であること

  【例】

扶養親族数 扶養親族数３人 扶養親族数２人 扶養親族数１人 扶養親族数なし

所得基準
【１３７万円】

（扶養親族２人+１人）

×３５万円＋３２万円

【１０２万円】
（扶養親族１人+１人）

×３５万円＋３２万円

【１７２万円】
（扶養親族３人+１人）
×３５万円＋３２万円

【６７万円】
（扶養親族０人+１人）

×３５万円＋３２万円

※すでに納付済の場合や、免除または納付猶予の申請書を提出済みの場合など、行き違いがございましたら、ご容赦願います。
※４分の３免除、半額免除、４分の１免除の所得基準の計算方法については、日本年金機構ホームページをご確認ください。
※保険料に未納がある場合や、免除または納付猶予の申請が無い方には、日本年金機構が委託した民間事業者から、文書や電話による
納付や免除等申請手続のご案内をしています。
※免除または納付猶予の審査は、申請後、所得情報等について確認を行うことから、承認までに時間を要します。

（扶養親族の数＋１）×３５万円＋３２万円

マイナポータルを利用した電子申請もできます

国民年金　電子申請 検索

https://www.nenkin.go.jp/

tokusetsu/denshi_kokunen.html

101.6mm
（4.0ｲﾝﾁ）

〈
　
切
　
り
　
取
　
り
　
線
　
〉

様

基礎年金番号

年 月 日発行

年 金 事 務 所

管轄 事務 所（お問い合わせ 先）

国民年金保険料

免除・納付猶予
申請のご案内

　電話番号

国民年金保険料 免除・納付猶予申請書

申請者

(被保険者)

フリガナ

氏名

- -

必要事項をご記

入ください。

1:自宅 2:携帯

下記のとおり免除・納付猶予を申請します。 46359
該当するものを○
で囲んでください。

フリガナ

氏名

・この申請に必要な本人、配偶者および世帯主に関する所得情報等の確認を市
 区町村　(前住所地等を含む)および日本年金機構に委託します。
・配偶者および世帯主に関する記入漏れ、記入誤りがないことを申し立てます。

（所得に関する情報について、関係法令に基づき、申告義務がある場合には、
正しく申告する必要があります。）

年　  月　 　日 日本年金機構理事長あて

5:昭和

7:平成

  （配偶者が別世帯の場合）配偶者の個人番号

いる

いない 年　 　月　 　日

配偶者

世帯主

いない

フリガナ

氏名

１．「全額免除」または「納付猶予」が承認された場合は、翌年度
以降も同じ免除区分での免除申請を希望します。
　 希望しない場合は　　　　　を〇で囲んでください。

２．１を希望した上で、納付猶予が承認された次の年度において
全額免除の審査基準に該当する場合、その年度以降は全額免除
を希望します。
　 希望しない場合は　　　　　を〇で囲んでください。

希望しません

希望しません

特記
事項

  ①全額免除

  ②納付猶予

  ③４分の３免除

  ④半額免除

  ⑤４分の１免除

 　免除は右記の区分を上から
順に審査します。
 　変更等を希望する場合は、
お問い合わせ先の年金事務所
へご連絡ください。

配偶者生年月日

いる

生年月日 申請期間基礎年金番号

住所　〒
年度

5:昭和
7:平成

294.64mm（11.6ｲﾝﾁ）
147.32mm（5.8ｲﾝﾁ）

検索

手続きおよび申請方法はこちらから

マイナポータル

https://myna.go.jp

電子申請の概要は日本年金機構

ホームページをご確認ください。

S3年

ON76-2 国民年金保険料免除・納付猶予申請書（ターンアラウンド用）（ＩＮＳ） 

別添４



別紙

物品番号 ON76-2 単位： 箱（500枚/箱）

2027年4月9日 2027年5月10日 2027年6月10日 2027年7月9日 2027年8月10日 2027年9月10日

5月使用分 6月使用分 7月使用分 8月使用分 9月使用分 10月使用分

1,150 706 619 904 675 617 4,671

2027年10月8日 2027年11月10日 2027年12月10日 2028年1月11日 2028年2月10日 2028年3月10日

11月使用分 12月使用分 1月使用分 2月使用分 3月使用分 4月使用分

739 655 617 593 471 815 8,561

○各期毎の予定数量（０の場合も含む）は増減することがある。

○確定数量の連絡は会計・資産管理部管財Ｇから納入期限の30日前までに行う。（数量変更がない場合も連絡を行う。）

○上記合計に0.9を乗じて端数を切り捨てた数量を最低作成数量とする。

○原稿の変更があった場合は、予定数量よりも大幅な数量増の可能性があるため留意すること。

月別納品数量内訳

納入期限予定日及び各期ごとの予定数量

納入期限予定日及び各期ごとの予定数量

2027年4月納品
～2028年3月納品

合計




